
 

 

 

1．開催日時：平成 29年 11 月 22 日（水） 13：30～15：30 

2．開催場所：筑水会病院 グループホームおおぞら・デイナイトケアつばさ 

3．参加者（所属のみ） 

若楠園、城山学園、筑水会、年輪の園、蓮の実園、陽だまりホーム、広川町包括支援センター、

ふるさと、南筑後保健環境事業所、ミライプラス、八女市高齢者支援係、、八女市、広川町、

リーベル 

4．実施内容 

○テーマ『グループホームおおぞら・デイナイトケアつばさ 見学』 

○グループホームおおぞらについて 

  居室（空き部屋）、浴室・トイレ（共同）、 

デイルーム等の説明および見学 

  ◆現状・質疑応答・検討事項 

  ・期限のない永住型のグループホーム 

（暮らす場所としてのニーズが高い。 

特に男性のニーズが高く定員 30 名中 

男性部屋の割合を高く設定している。 

  ・全室個室。各居室に電気メーターを設置 

（個人契約および支払い）。 

生活に必要なもの（ベッド、タンス、洗面台、冷蔵庫、エアコン、カーテン）は備え付け。 

  ・共同部分は、浴室（男女別）、トイレ、洗濯機（兼用・男女別と 3台）、 

デイルーム（冷蔵庫、キッチン、炊飯器・電子レンジ・トースター・ポット完備） 

・入居者には居室の鍵、玄関の鍵 2本を渡してある。 

17：00 以降は入居者それぞれで施錠をお願いしている。 

・門限は 21 時。洗濯機やキッチンの使用もその時間までとしている。 

（ポットを利用してのカップラーメンなどは自由） 

・室内禁煙。デイルームから喫煙場所に出る扉あり。 

・夜間、日祝日は職員不在。職員勤務時間は 8：15～17：00（土曜は午前のみ） 

従って、夜間の監視体制がないため入居の条件が自立度の高い方となっている。 

（病状が安定している、服薬管理ができる、共同生活ができる、ルールを守ることができる、 

体調不良時自身で対応できるなど）。必ず入居前に体験利用をしてもらう。 

夜間の消火訓練は入居者に指導。初期消火は入居者に行ってもらう。 

・入居者の年齢は幅広く 30 代～75 歳までの方が入居中。サビ管や世話人が個別に 

計画を立て、同じ入居者でも様々な生活スタイルがある（就労に行かれている方もいる）。 

それぞれに合わせた支援を提供中。 
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・利用料金、費用は障害年金 2級の範囲で生活ができる料金で設定している。 

共同部分の光熱費や日用品を購入するために共益費を￥5,000 円をもらっている。 

・体験利用の場合、1日￥1,000 円の負担。 

・金銭管理の支援はしていない。本人かご家族、外部のサービスを利用して 

もらっている。使い方に関して一緒に考えたり、助言したりはしている。 

 

○デイナイトケアつばさについて 

  施設内設備（浴室、トイレ、活動の場、 

体育館、喫茶スペース等）の説明および見学 

  ◆現状・質疑応答・検討事項 

  ・入口側に鍵付きロッカー完備。 

  ・浴室は、通常・シャワーのみの 2か所  

を完備。随時交代で 4～5名利用。 

   

 

・自立支援医療、1割負担での 1回のおよその料金目安（食事は無料提供） 

    デイケア - 9：30～15：30（昼食付・入浴） ￥700 

    デイナイトケア - 9：00～19：00（昼食・夕食付・入浴） ￥1,000 

    ショートケア - 9：00～19：00 の内 3時間の利用（昼 or 夕食付・入浴） ￥400  

   制度上、1週間で最高 5日まで利用可能。退院後 1年に限り 6日利用可。 

  ・筑水会病院以外の病院からの依頼は受けることは可能。 

緊急時等の対応を考えると受診変更していただいた方が支援しやすいと思う。 

  ・活動内容の水中ウォーキングでは、上津のプールを利用している。 

登録することで無料で利用できる。また付き添いの職員も無料。現地まではバスを利用。 

  ・月に 1回、ゆとりランチという模擬喫茶活動を行っている。ゆとり畑で採れた食材 

などを用いてレシピから職員が利用者と共に考え、事前に買い出しに行き準備する。 

3～4 名が参加。職員への提供として 1回 20 食￥500 で提供（材料は￥300 程度）。 

売上金は利用者に還元。 

  ・職業トレーニングを行っている。主に洗濯場での作業。売上金は利用者に還元。 

  ・職員 13 名（+オアシス職員 4名）の 17 名体制。時間差出勤。 

  ・10 月の利用者数は約 43.6 名/日。オアシスの利用者 15 名を含めると+α。 

  ・通所は強制ではない。そのため時々来たり忘れた頃に来る方もいる。 

毎日来ている方の欠席については特に安否確認はしていないが、 

休みが続く場合は連絡を入れることもある。 

  ・送迎はしていない。ただ、ふる里タクシーの利用を促している（往復で￥600 と、 

気軽に利用できる金額ではない...）。郡部でどうしても通所が難しい方の場合は 

送迎している。 

  ・10 代～80代の方が利用。 

  ・11：00、16：00 に嚥下体操。 

 

 


